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FRB議長指名後の株価動向は？
ポイント① FRB議長指名後は株価堅調傾向

バイデン大統領は、近⽇中に次期FRB（米連邦
準備制度理事会）議長を指名する⾒通しです。
現時点ではパウエル現FRB議長の再任が有力視さ
れていますが、民主党のブレイナードFRB理事が新
議長に就くのではないかとの観測も⽬立っています。

直近4回のFRB議長指名⽇前後のS&P500種株
価指数の平均推移をみると、指名後は株価が堅
調となる傾向があり（右上図）、直近4回ともに指
名⽇から100営業⽇後の株価は上昇しています。
パウエル氏はコロナ・ショック時の危機対応で実績を
積み上げ市場からの信任が厚く、ブレイナード氏は、
パウエル氏よりもハト派色が強いとみられており、過
去と同様に、FRB議長指名後は米国株の堅調地
合いは続くと想定されます。ただ、インフレ率上昇で
バイデン大統領の支持率は低下しており、新議長
にはインフレ抑制に向けた金融引き締め策の前倒し
を求める可能性があることは留意したい点です。

ポイント② 好調な企業業績と好需給が支え

米国株を⾒る上で、FRB議長人事も重要ですが、
株価の主要因である企業業績が好調であることも、
株価の支えとなりそうです。現時点では2023年末
にかけてS&P500種株価指数構成銘柄のEPS
（一株当たり利益）は拡大が⾒込まれています
（右下図）。また、EPSと⾃社株買いは連動する
傾向があり、2021年9月までの1年間の⾃社株買
い総額は約7,000億米ドルとなっています（同）。
好調な企業業績が継続するとの前提で、直近7-9
月期のペースで⾃社株買いが向こう1年間実施さ
れた場合、約9,000億米ドル規模の⾃社株買い
が⾒込まれます。FRB議長指名による不透明感後
退と、好業績・好需給を背景に、米国株の上昇基
調は続きそうです。

FRB議長指名日前後のS&P500種株価指数

S&P500実績・予想EPSと同構成銘柄の自社株買い額

期間：FRB議長指名⽇の50営業⽇前～100営業⽇後、⽇次
・2005年10月24⽇のバーナンキ氏指名、2009年8月25⽇のバーナンキ氏再指名、
2013年10月9⽇のイエレン氏指名、2017年11月2⽇のパウエル氏指名前後の、過
去4回のS&P500種株価指数を平均化した
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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期間：（⾃社株買い額）2014年第1四半期～2021年第3四半期、四半期
：（実績EPS）2014年第1四半期～2021年第3四半期、四半期

・〇印の2022年末、2023年末の予想EPSはBloomberg予想（11月18⽇現在）
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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